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研究成果の概要（和文）：工業化は長期に亘る人的資本の蓄積を促し、各国経済の歴史的発展に大きく貢献する
ことが知られている。しかし近年、国際的な経済史研究では、工業化が人的資本蓄積に与えるもう一つの側面、
すなわち負の影響を定量的に再評価しようとする試みが始まっている。本研究課題では、1920から1930年代の日
本について、人口静態・動態統計及び産業構造に関する統計資料を新たに電子化し、鉱業の発達がそれら指標に
与えた影響を評価するための定量的手法を提案するとともに、その影響を推定した。

研究成果の概要（英文）：Industrialization promotes the long-term accumulation of human capital and 
the historical development of each country's economy. In recent years, economic history studies have
 begun to quantitatively reassess the negative effects of industrialization on human capital 
accumulation. In this research project, I newly digitized the static and vital statistics and 
population census of Japan issued in the 1920s and 1930s. I proposed an identification strategy to 
evaluate the impacts of the resource extraction and estimated those of mines on local population 
growth and regional structural shifts.

研究分野： 経済史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
工業化の過程で発達する鉱業が地域経済に与える影響を明らかにすること。これは、実証経済学における研究課
題としてだけでなく、現実の社会経済においても重要な課題である。このような課題にたいして、本研究から得
られた成果は、鉱物資源採掘が地域経済の人口動態や産業構造の変化に与える影響について、一定の定量的証拠
を提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
工業化は、長期に亘る人的資本の蓄積を促し、各国経済の歴史的発展に大きく貢献してきた。

しかし最近、歴史上の工業化が人的資本蓄積に与えたもう一つの側面、すなわち負の側面を定量
的に再評価しようとする試みが始まっている。例えば、19 世紀末の英国において、工場等から
排出された煤塵による大気汚染が、乳児死亡率に与えた影響を解明する研究や、20 世紀初頭の
米国におけるダスト・ボウル（dust bowl）が人的資本形成にたえる長期的影響を分析した研究
がある。しかし、これら既存の研究は、大気汚染を通じた影響に焦点を当てており、公害による
人的資本蓄積への影響を包括的に評価したとは言い難い。特に、工業化の際に必要となる石炭や
重金属の採掘が、地域経済に与える潜在的リスクについての研究が進んでいない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、戦前日本における鉱山を対象として、それが地域経済に与えた影響を定量的

に推定することである。具体的には、国勢調査・人口動態統計に係る資料から独自に構築した格
子データを用いて、鉱山の周辺地域における人口・労働供給・産業構造の変化、および人的資本
蓄積の初期にあたる胎児・乳児の健康状態の変化を、統計解析を通じて明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
現代の公害が当該経済に与える影響については、医療経済学の分野を中心に研究が進められ

ている。例えば、工場や自動車に対する排気規制による大気汚染レベルの変化が、乳幼児の健康
状態に与える影響に関心が集まっており、家計調査データ等のマイクロ・データが分析に用いら
れてきた。これに対して、20 世紀初頭の日本を対象とする本研究課題では、史料を蒐集・電子
化することで、地理情報を付与した市町村レベルの格子データを新たに構築し、鉱山隣接地域を
GIS により特定した。まず、1920−1930 年代の市町村別人口動態・産業統計を電子化した。次に、
鉱山名簿に記載の鉱山に国土数値情報をジオ・コーディングし、さらに解析に必要とされる、そ
の他の地理情報のレイヤを付加した。使用を想定していた統計解析モデルの特性上、識別の際に
データのトリミングが必要となったため、鉱山から各格子の重心までの距離の中央値をベース
ラインとして、いくつかの閾値を定めた。このような手続きから、全市町村の 40-50％を最終的
な分析対象に絞り込んだ。当初、5つ程度の異なるモデルの応用を考えていたが、予備的な解析
作業の結果、鉱山の分布が想定と若干異なる時系列的な特徴を持っていたことから、候補となる
モデルを 3つに絞って解析を進めた。結果は、概ね理論から示唆される予測と整合的なものであ
り、かつ構造を仮定しない統計解析モデル、時系列方向の変動を識別に利用するモデルの双方に
ついて頑健であることがわかった。 
本研究課題は、COVID-19 のパンデミックの影響を受けたことから、当初予定していた海外研

究機関への滞在と、国際会議への参加・報告を予定通りに進めることができなかった。そのため、
研究課題に取り組む期間を一年間延ばし、解析作業・論文執筆のスケジュールを調整した。海外
研究機関への滞在は叶わなかったが、オンライン会議をベースに関連研究者と議論の時間を確
保し、分析の質の向上に努めた。また、延期・中止された国際会議報告を埋め合わせるために、
ハイブリッドの査読付き国際会議で報告を行なった。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究を通して得られた主な結果は以下の通りである。第一に、鉱山採掘に伴う他地域からの

労働移動が、当該地域の人口・労働供給を変化させ、それが性別によって異なる産業構造の変化
をもたらすことが明らかになった。第二に、鉱山の種類によって健康への影響力が異なり、リス
クを増加させる場合だけでなく、減じる場合があることも判明した。第三に、これら影響力には、
鉱山からの距離だけでなく、その規模によって異質性がある可能性が示唆された。 
鉱山が周辺地域の人口・労働供給・産業構造に与える影響だけでなく、胎児・乳児の健康状態

に与える影響についても一定の結果を得たことは、先行研究を上回る成果として強調できる。ま
た、本研究課題が対象とした 20 世紀初頭の日本では、公害問題が広く認知されておらず、国家
による統一的な対策が行われなかった。したがって、先行研究に比して識別上の潜在的なリスク
が低いという点も、評価に値すると考えられる。さらに、地層に関する地理情報を歴史統計デー
タにリンクして識別に利用する試みは世界的にも初めてであり、本研究が新たに提示した実証
戦略であると言ってよい。このように、経済発展の初期段階における鉱山のインパクトを推計し



たこと、そのために歴史統計を用いて新たにデータ・セットを構築したことは、本研究課題の独
創的な点であり、主たる研究成果に関連するものと言えるだろう。 
研究期間を通して、査読付き国際学術誌へ合計 8本の論文を掲載した。このうち 1本は、経済

史分野でも国際的に権威のある学術誌であり、大きな成果と言える。また、発表論文のうち 1本
が、国際学会（Economic History Society of Australia and New Zealand）発刊の学術誌上で
学会賞（Sir Timothy Coghlan Prize）を受賞したことも、評価に値する成果であったと考えて
いる。査読付き国際会議での報告は計 5件である。既述の通り、パンデミックの影響から当初の
予定よりは少ないものの、当該分野で評価を得ている国際会議において約 2件/年の研究報告を
実施できている。これに加えて、London School of Economics and Political Science 所属教
員 2名と 2件の国際共同研究を実施し、いずれも研究期間内に査読付き国際学術誌へ投稿・掲載
許可を得た。 
以上から、本研究課題は、途中パンデミックによる研究期間の延長はあったものの、概ね予定

通りの研究成果をあげられたものと判断できる。 
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